
 

 
 
１６日（金）に，春の一日遠足がありました。今年も恒例のカレー

づくりを東温泉で行いました。学校での下ごしらえの後，約２キロ
の道のりを小学１年生から中学３年生まで参加者全員が歩ききり
ました。天候に恵まれ，暑い日だったため，午後は冒険ランドに移
動してレクリエーションを楽しみました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                        ５月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう      時間を守り，機敏な行動をしよう 

 

 

  

テニス部が中学校春季ソフトテニス大会（個人戦の部：鹿児島市東開コート）に出場し
ました。５月３日（土）が中学２年生男子の試合日でした。対戦相手は和田中学校（鹿児
島市）でした。接戦の末惜しくも破れましたが，練習で鍛えてきた思い切りのいいスマッ
シュや諦めないプレーが随所に見られました。６月中旬には鹿児島市・鹿児島郡中体連の
試合があります。ただ今特訓中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４年に一度，世界中が熱狂する      柏木 博之 

  
 今年もホトトギスが鳴き始めました。今年のホトトギスはちょっと鳴き方が上手ではないようです。硫黄
島にいる間にうまくなってくれればいいなと思いながら聞いています。冬には見かけなかったミゾゴイ（サ
ギの仲間：環境省絶滅危惧種）も，校庭でミミズを取って食べています。ウミガメも砂浜に上陸し始めまし
た。二ヵ月後，子ガメがうまれてくれることを待ち望んでいます。本能による毎年の行動にすぎないですが，
動物の行動は季節を感じさせてくれます。 
 もうすぐ６月です。第１週に小学校は集団宿泊学習，中学校は修学旅行を実施します。子供たちは楽しみ
にしています。準備を進めています。あとは，良い天気になり計画通り実施されることを願っています。 
 集団宿泊学習と修学旅行が終わったら，私の関心はサッカーのワールドカップ・ブラジル大会に移ります。
ワールドカップは，オリンピックと同じで４年に一度開催されます。日本代表は５大会連続出場になります。
２０年前までワールドカップは見るだけのスポーツでした。Ｊリーグができるまで，日本代表は弱くてアジ
アの予選を勝ち抜くことができなかったのです。「私が生きている間に日本代表はワールドカップ出場でき
るのだろうか」と思っていました。日本中のサッカー関係者が「ワールドカップに出る」という大きな目標
を掲げ，努力を続けたおかげで，日本代表は１９９８年のワールドカップ・フランス大会に初出場できまし
た。私は試合を応援しながら「夢ではないよね」と何回も頬をつねっていました。そして，私の夢は「ワー
ルドカップで日本代表が優勝するのを見る」に変わっていきました。それから１６年。ザッケローニ監督に
選ばれた２３人の選手は口々に「優勝をねらう」と言っています。その言葉を信じて，テレビの前で大声を
出して応援します。私にとって４年に一度，試合がある日は仕事が手につかない時期になります。 
 さらに，今回の日本代表には鹿児島関係者が３人もいます。大迫勇也選手， 
鹿実卒の伊野波雅彦選手，日本代表試合出場歴代１位の遠藤保仁選手です。余 
計に気持ちが入って応援してしまいます。その三人を含め２３人全員が，心を 
一つにして勝ち進んでいくことを期待します。サッカーは世界で一番人気のあ 
るスポーツです。世界中でのべ250億人がテレビの前で熱狂します。６月１５ 
日のコートジボワールとの初戦から７月１４日の決勝まで日本代表を応援でき 
ることを願っています。 
 

                                                  

 

 
 
 
 
 

  

 

 

 ７日（木）にＪＲＣ登録式を実施しました。ＪＲＣでは，｢健
康・安全｣，「奉仕」，「国際理解・親善｣の３つを実践目標とし
て掲げていますが，今年度もこの目標のもと，子供たちには
様々な場で自主的に活動してほしいと願っています。 

登録式後，恒例の海岸清掃を実施しました。子供たちは一
生懸命ごみを拾い，トラック２台分のごみが集まりました。
今年度もＪＲＣの精神を受け継ぎ，思いやりの心をもって
様々な活動に取り組んでまいります。島民の皆様のご協力に 
心より感謝いたします。 

 

 

１１日（日）にＰＴＡ主催の磯研修がありました。
今回は冒険ランドいおうじまで行いました。伊勢エビ，
ゾウリエビ，朝どりのたけのこを使い豪華な「硫黄島
旬の味噌汁」を作り，おいしくいただきました。ＰＴ
Ａ会員そして子供たちとの親睦を深めた楽しい一日と
なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２日（木）にスケッチ大会が行われました。 

郷土の美しさを見慣れた風景の中から発見するよき 

機会となりました。 

島の皆様には「大きくていねいに描けているね。じ 

ょうずだね。」などとお声かけをいただきました。あり 

がとうございました。 

 作品は県の図画作品展に出展したり，文化祭でご披露 

したりする予定です。 
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１３日（火）家庭教育学級「たけんこ学級」が始まりました。開校式と併せて本年度 

は日赤病院の先生と看護師さんの大町さんを講師に心肺蘇生法とＡＥＤの扱い方の講習 

会を行いました。水に親しむ季節を前に内容の濃い勉強会ができました。今後のご参加 

もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちが人として心豊かに生きてゆくことを願って 

文部科学省が作成しました。ぜひご家庭でもこの本を開 

いて一緒に考えたり話し合ったりして，子供たちの豊か 

な心の成長に役立てていただければありがたいです。  

 


